伝で 睦ぉ 数 $ 

子 こ 枝 ま 



人物。 

二十 九 歳 

数 枝の 娘、 六 歳。 

衛 数 枝の 父、 五十 四 歳。 

あさ 伝 兵衛の 後妻、 数 枝の 継母、 四十 五 

歳。 

かな やせ いぞう 

金 谷 清 蔵 村の 人、 三十 四 歳。 

その他 栄ー (伝 兵衛と あさの 子、 未 帰還) 

島 田哲郎 (睦 子の 実父、 未 帰還) 

いずれも 登場せ ず。 



突然、 数 枝が 低い 異様な 笑声 を 発する。 

伝 兵衛、 顔 を 挙げて 数 枝 を 見る。 

数 枝、 何も 言わず、 笑い を やめて、 てれかくしみ 

まき 

たいに、 スト— ヴの 傍の 木箱から 薪 を 取り出し、 

一一、 三本 スト ー ヴ にくべ る。 

(数 枝) (両手の 爪 を 見ながら、 ひとりごと のように) 

負けた、 負けた と言う けれども、 あたし は、 そう 

じ やない と 思う わ。 ほ ろんだ のよ。 滅亡し ちゃつ 

すみ 

たのよ。 日本の 国の 隅から隅まで 占領され て、 あ 

まりよ 

たした ち は、 ひとり 残らず 捕虜な のに、 それ を ま 



あ、 恥 かしい とも 思わずに、 田舎の 人た ちったら、 

馬鹿 だ わね え、 いままで どおりの 生活が いつまで 

も 続く とで も 思って いるの かしら、 相 変らず、 よ 

わるくち 

その ひとの 悪口ば かり 言 いながら、 寝て 起きて 食 

ベて、 ひと を 見たら 泥棒と 思って、 (また 低く 異様 

に 笑う) まあいつ たい 何のた めに 生きて いるので 

しょう。 まったく、 不思議 だ わ。 

(伝 兵衛) (煙草 を 吸い) それ はま あ、 どうで もい いが、 

お前に いま、 亭主、 というの か 色男と いうの か、 

そんなの が あると いうの は、 事実 だな？ 

(数 枝) (不機嫌に なり) いい じゃあな いの、 そんな 事 



は。 (舌打ち をす る) なんにも 言わな け あよかった。 

(伝 兵衛) お前が 言わ なくたって、 どこから ともな 

く おれの 耳に はいつ て 来る。 

(数 枝) もったいぶら なくたって、 わかって いる わ 

よ。 お母さんでしょう？ 

(伝 兵衛) (軽く 狼 1 の 気味) いや。 

(数 枝) (小声で 早口に) そうよ、 それにき まっている 

わ。 お母さん はまた、 どうして 勘附 いたの かしら。 

ばかな お母さん。 

間。 



(伝 兵衛) あさから 聞いた。 しかし、 あさ は、 決し 

て、 何も、 。 

(数 枝) (それ を 相手に せず、 急に 態度 を かえて) お 母 

さん は、 どこへ 行った の？ 

( 伝 兵衛) 鳕を 買いに 行かな くち やならん とか 言 つ 

ていたが。 

(数 枝) 睦子 をお ぶって？ 

(伝 兵衛) そうだろう。 

(数 枝) 重いで しょうに ねえ。 あの 子 は、 へんに 重 

いのよ。 いやにおば あ ちゃんに なついて しまって、 



い い 気にな つてへ ばり ついて る。 

(伝 兵衛) お前の 小さい 時に よく 似て いる。 (改まつ 

た 顔つきに なり、 強い 語調で) あさ は、 あの 子 を 

ほしいと 言って いるの だが。 

(数 枝) (顔 を そむけ) ばかな。 

(伝 兵衛) いや、 まじめに 言って る。 まあ、 聞け。 

あさが、 ゆうべ、 (かすかに 苦笑 を 浮べて) おれに 

まじめに 相談した 事 だ。 栄 一 の 事 はもう あきらめ 

ている。 戦地からの たよりが 無くなつ てから、 も 

う 三年 経つ。 あれの 部隊が 南方の 何と やらいう 小 

さい 島 を 守りに 行った という 事 だけ は、 わかって 



いるが、 栄 一はい ま 無事 かどう か、 さっぱり わか 

らぬ。 あきらめた、 と あさ は 言って いる。 ちょう 

どい い 具合いに お前が 睦子を 連れて 東京から 帰つ 

て 来た。 しかし、 お前に はもう 内緒の 男が あるら 

しい。 またす ぐ 東京へ 行って しまう つもりだろう 

まあ、 黙って 聞け よ。 それ はお 前の 勝手 だ。 好き 

なよう にしたら いいだろう。 しかし、 睦子は 置い 

て 行つ て もらえまい か。 

(数 枝) (また 異様な 笑声 を 発して) 本気で おっしゃつ 

たの？ そんな 馬鹿な 事 を、 まあ、 お母さん もど 

うかして る わ。 もうろくし たんじ やない？ ばか 



ばかしい。 

(伝 兵衛) もうろく したの かも 知れない。 おれ だつ 

て、 ばかばかしい 話 だと 思った。 しかし、 あれ は 

まじめに そんな 事 を 考えて いるよう だ。 お前が こ 

れ から、 いまの その、 亭主 だか 色男 だかのと ころ 

へ 引上げて 行く にしても、 睦 子が ついてい るんで 

は、 この 後、 その 男との 間に 面白くない 事が 起る 

かも 知れない。 お前 もま だ 若い の だから、 これ か 

ら 子供 はいくら でも 出来る だろう。 とにかく 睦子 

は、 この 家に 置いて 行っても らいたい、 と言うの 

だが、 あれと して は、 いろいろ 考えた 末の 名案の 



つもりな のだろう。 お前の ために も、 それが 一ば 

ん いいと 考えて いるら しい。 

(数 枝) 余計なお世話 だ わ。 

(伝 兵衛) そうだ。 余計なお世話に ちがいない。 し 

かし、 お前の ように、 ただもう、 あさを 馬鹿にし 

て、 。 

(数 枝) (皆まで 聞かず) そんな 事、 そんな 事ない わ。 

ねえ、 お父さん。 生みの親より 育ての親、 と言う 

でしよう？ あたしの 生みの 母 は、 あたしが 今の 

睦 子よりも もっと 小さい 時に なくなって、 それ か 

ら ずっとい まのお 母さんに 育てられて 来たので す 



きれい 

いのね。 あんまり 可愛くて、 あたしに いつも 綺麗 

な 着物 を 着せて 置いて、 水仕事 も 何も させた くな 

かったら しいの ね。 それ はわ かる わ。 本当 はね、 

(突然 あは はと 異様に 笑う) お母さんと あたしと 

は 同性愛み たいだつ たのよ。 だから、 いやらし 

くって、 にくらし くって、 そうして、 なんだか 淋 

しくて、 思いき リ 我儘して 悪い 事 をして、 そうし 

おお げんか 

てお 母さんと 大暄曄 をしたくて 仕様が無かった の。 

(伝 兵衛) (顔をしかめて) 三十ち かくに もな つて、 ま 

だ そんな 馬鹿な 事ば かり 言って いる。 も 少し、 ま 

ともな 話 をし ないか。 



(数 枝) (平然と) お父さん は 鈍感 だから 何も わからな 

いのよ。 お父さんみ たいな ひと を、 好人物、 とい 

うんじ やない かしら。 まるでもう 無神経な の だか 

ら。 (語調 を かえて) でも、 お母さん は 昔 は 綺麗 

だった な あ。 あたし、 東京で 十 年ち かく 募して、 

いろんな 女優 やら 御令嬢 やら を 見た けれども、 う 

ちのお 母さん ほど 綺麗な ひと を 見た 事が 無い。 あ 

たし は 昔、 お母さんと 二人で お 風呂へ はいる 時、 

まあ どんなに 嬉しかった か、 どんなに 恥 かし かつ 

たか、 いま 思っても 胸が どきどき する くらい。 

(伝 兵衛) おれの 前で そんなく だらない 話 は、 する 



な。 それで、 どうなん だ？ 睦子を 置いて 行く 気 

か？ 

あき 

(数 枝) (呆れた 顔して) ま、 お父さんまで そんな 馬鹿 

げた、 …… 。 

(伝 兵衛) しかし、 男が あるんだろう？ 

(数 枝) (顔をしかめ、 うつむいて) ほかに 聞き方が 無 

いの？ 

(伝 兵衛) どんな 聞き方 をした つて 同じ じ やない か。 

(こみ上げて 来る 怒り を 抑えて いる 態で) お前 も、 

しかし、 馬鹿な 事 をした もの だ。 そう 思わない か。 

(数 枝) (顔 を 挙げ、 冷然と 父の 顔 を 見守り 無言) 



(伝 兵衛) 小さい 時から 我儘で 仕様がなかった けれ 

ども、 しかし、 こんな 馬鹿な 奴と は 思わなかった。 

お前の ために は、 あさ も、 どれ だけ 苦労して 来た 

ひろさ. 5 

かわからない の だ。 お前が 弘 前の 女学校 を 卒業し 

て、 東京の 専門学校に 行く と 言い出した 時に も、 

おれ は 何としても 反対で、 気分が 悪くな つて 寝込 

まくらもと 

んで しまったが、 あさ はおれの 寝て いる 枕元に 

坐った きりで、 一生の たのみ だから 数 枝 を 数 枝の 

行きたい という 学校に 行かせて やって くれと 頼ん 

で 泣き、 おれ も 我を折って 承知した。 お前 は、 当 

リ前 だとい うような 顔で 東京へ 行き、 それつ きり 



をお あずか リ 申す つもりで、 お前た ち を 黙って こ 

の 家に 置いて やる 事に したの だ。 つけ 上って は、 

いけない。 おれに は、 お前た ちの 世話 をして やる 

義務 もな いし、 お前 だって こ の 家で 我儘 を 言う 権 

利な ど は 持って いない 害 だ。 

(数 枝) (うつむいて、 けれども、 はっきりと) 島 田 は 

死んだ ようです。 

(伝 兵衛) そうか も 知れない。 しかし、 まだ 遺骨が 

とむら 

来ない。 お 葬い も、 すんで いない。 馬鹿な 奴 だ、 

お前 は。 いったい、 いまの 亭主 だか 何だか、 それ 

は どんな 男なん だ。 



(数 枝) お母さんに お聞きに なったら いいでしょう。 

なんでも 知つ ていら つ しゃる らしい から。 

(伝 兵衛) (無意識に こぶし を 握り) まだ そんな 馬鹿な 

事 を 言う のか。 あさ は 何も 知って はいない。 ただ 

お前が、 こっそり 誰かと 文通して いるら しいと い 

う 事、 たまに はお 金 も 送られて 来る 様子 だし、 睦 

子が 時々、 東京の ォジ ちゃんが どうの こうのと 言 

うし、 それ は、 あさでな くった つて 勘附 くわけ だ。 

(数 枝) でも、 お父さん は 知らなかった のでしょう？ 

(伝 兵衛) (苦しそう に) 夢にも そんな 事 を 思う 道理が 

ためいき 

無い じ やない か。 (溜 息をついて) お前 はま あ、 こ 



れ からさき、 どこまで 堕落して 行く つもりな の だ。 

(数 枝) (静かに) この 家に 置いて いただけないなら、 

睦子を 連れて 東京へ 帰る つもりで います。 春まで 

こちらに 置いて いただき、 そうして その 間に、 鈴 

木が むこうで 家 を 見つける という 事に な つていた 

のです けど。 

(伝 兵衛) スズキ というの か、 その 男 は。 

(数 枝) (おとなしく) そうです。 

(伝 兵衛) (いかめしく) その 男と 一 緒に なつてから 何 

年になる。 

(数 枝) (無言) 



(伝 兵衛) 聞かない ほうがよ いの か？ よし、 たい 

てい わかった。 (興奮 を 抑えつつ 静かに、 しかし、 

音声が 変って いる) 出て 行け。 いますぐ 出て 行け。 

どこへ でも かまわない。 出て 行って くれ。 睦子を 

置いて、 いますぐ その 男のと ころに 行って しま 

え ！ 

(数 枝) (顔 を 挙げて) お父さん、 あなた は、 あたしが 

東京で どんな 苦労 をして 来た か、 知っています か。 

玄関の あく 音。 



(継母の あさの 声) お 利口だった ねえ、 お 利口 だつ 

たねえ。 寒く つても、 ちっとも 泣かな かったん だ 

ものね え。 

(睦 子の 声) そうして それから、 睦 子なん か、 うん 

と 役に立った ね？ 

(あさの 声) そうと も、 そうと も。 おば あ ちゃんの 

財布 を 持って くれて 落さな か つたんだ ものね え。 

ずいぶん 役に立った。 とっても 役に立った。 

(睦 子の 声) だから こんど も、 おつかいに 連れて行 

くの ね？ 

(あさの 声) 連れて行く とも、 連れて行く とも。 さ 



あ、 あつたし ましょう。 

しもて 

下手の 障子 を あけて、 あさ、 睦子 登場。 睦子 はす 

ひざ 

ぐ 数 枝の ほうに 走って 行き、 数 枝の 膝の 上に 抱か 

れる。 

(数 枝) (あさに 向い、 笑いながら) 重かった でしよう？ 

かこ かくまき 

(あさ) (買って 来た 魚の はいって いる 籠 やら、 角 巻 I 

かみて 

I 津軽 地方に 於け る 外出 用の 毛布 —— やら を 上手 

の 台所の ほうに 運びながら) ああ、 重かった とも 

何とも、 石の 地蔵 様 を 背負って 歩いて るみたい 



だった よ。 (上手の 障子 を あけて、 台所に 降りて 

障子 をし め、 あと は 声の み) このごろ はどうして 

なかなか 悪 智慧が 附 いてね、 おんりして 歩かない 

かって 言えば、 急に 眠った ふりなん かして さ、 い 

やな子 だよ。 

ひとたば 

(数 枝) (睦 子の 手に 握られて ある 一束の 線香花火に 

気附 いて) おや、 これ は 何？ どうしたの？ 

おもちゃ 

(睦 子) これ は、 玩具です。 

(数 枝) 玩具？ (笑って) へんな 玩具ね え。 おば 

あ ちゃんに 買って いただい たの？ 

(睦 子) (うなずく) 



(あさ) (台所に て 何 かごと ごと 仕事 をして いながら、 

やはり 障子の 蔭から 声の み) いまの 子供 は 可哀そ 

うだよ。 玩具ら しい もの を 一 つも 売って いないん 

だものね え。 日の丸の 小さい 旗が ほしいって 睦子 

が 言 うんだ けれどもね、 ひやりとしたよ。 そう 言 

われて 見る と、 あの 旗の 玩具 は、 戦争 中 は どこの 

小間物屋に でも、 必ずあった ものな のに、 この ご 

ろ は 影 を 消して しまったよ うだね。 せめて 子供に 

だけで も、 あの 旗 を 持たせて 遊ばせて やりたい と 

思 うんだ けど、 やっぱり だめな のかね え。 睦 子に 

そこん ところ を 何と 説明して やったら いい か、 お 



ば あち やん も 困って しまった。 (ひくく 笑う) 線 

香 花火 だけ は、 たくさんお 店に あってね。 どうい 

うわけ かしら。 どうも このごろのお 店に は、 季節 

はずれの 妙な 品物ば かり 並んで いるよ。 麦 わら 帽 

子 だの、 蠅 たたきだの、 笑わせる じ やない か、 あ 

んな もので も 買う ひとが あるんだろう ねえ。 いま 

どき 蠅 たたき なんか を 買つ て どうす るの だろう。 

(数 枝) (笑って) 蠅 たたきだって、 羽子板の かわりく 

らいに はなる かも 知れない わ。 こんな 線香花火な 

ん かより は、 子供に はいい 玩具 かも わからない。 

(睦 子の 手から 線香花火 を 取って いじりながら) 



き び 

冬の 花火なん て、 何だか 気味が 悪 いわねえ。 さつ 

き睦 子が 持って いるの を ちらと 見た 時、 なぜ だか、 

ぎよ つ とした わよ。 

(あさ) (やわらかに) だって、 他に なんにも 売って な 

かったん だものね え。 いまの 子供 は、 本当に 可哀 

そうだよ。 (語調 を かえて) あたらしい 鳕 のよう 

です けど、 鳕ちリ になさい ます か？ 

(伝 兵衛) 酒 は、 まだ あるか。 

(あさ) (やはり 障子の 蔭から) ええ、 まだ 少し ござい 

ますでしょう。 

(伝 兵衛) それじゃ 晚は、 鳕 ちりで 一 ぱいと いう 事 



にしよう か。 

(数 枝) あたし も、 そうしょう。 

(伝 兵衛) (抑制 を 忘れ、 ついに 大声 を 発する) 馬鹿 野 

郎！ どこまで お前 は、 ふざけ やが つて、 (立ち上 

りかけ、 また 腰をおろして) 真人間に なれ！ 

ふところ 

睦子、 火の ついた ように 泣き出し、 数 枝の 懐 に 

しがみつく。 数 枝 は、 冷然たり。 

(伝 兵衛) お前 ひとりの ために、 お前 ひとりの ため 

に、 この 家が、 お前 ひとりの ために、 どれ だけ、 



(何 か 眩 きながら、 泣き出す) 

数 枝、 睦子を 抱いた まま 静かに 立って、 奥の 階段 

の ほうへ 行く。 

(伝 兵衛) (猛然と 立ち上って) 待て！ 

(あさ) (台所から 走り出て、 伝 兵衛を 抑え) まあ、 お 

父さん、 何 をな さる。 

(伝 兵衛) 殴らな くち やい けね え。 正気に かえる ま 

で 殴らな くち やい けね え。 



数 枝、 振り向き もせず、 泣き叫ぶ 睦子を 抱いて、 

すそ 

階段 をの ぼり はじめる。 和服の 裾から 白い スト ッ 

キング を はいている のが 見える。 

伝 兵衛、 あがく。 あさ、 必死にと どめる。 

—I 幕。 

第一 一幕 

幕 あくと、 舞台 はまつ くら。 ばちと 電燈 がっく。 

二階の 数 枝の 居間。 数 枝が いま その 部屋の 電燈を 

つけたの である。 部屋に は 寝床が 二つ。 一 つに は、 



睦 子が 眠って いる。 数 枝 は 寝巻き 姿で 立って いて、 

片手で、 たったいま 電燈の スィッチ を ひねった と 

いう 形。 片手 を 挙げて スィッチ をつ かんだ まま、 

しもて 

一点 を 凝視して いる。 その 一点と は、 下手の 雨戸 

である。 雨戸が 静かに あく。 雪が 吹き込む。 つづ 

いて 二重 廻し を 着た 男が、 うしろむき になって は 

いって 来る。 



(数 枝) (ひくく、 けれども 鋭く) どなた？ どなたで 

(男) (雨戸 をし め、 二重 廻し を 脱ぎ、 はじめて こちら 



向きに なって、 その 場に きちんと 坐る。 村の 人、 

金 谷 清 蔵で ある) 私です。 かんにんして 下さい。 

(まじめに、 ちょっと 頭 を さげる) 

(数 枝) (おどろき) まあ、 清 蔵さん。 どうな さった の 

です。 (素早く 寝巻きの 上に、 羽織 を ひっかけ、 羽 

ひも 

織 紐 を 結びながら、 部屋の 炉の ところに 行き、 坐つ 

て) どろぼうかと 思った わ。 いったい、 どうした 

の？ 

(清 蔵) すみません。 もういち ど、 私の 気持 を、 ゆつ 

くり 聞いて いただき たいと 思って、 お宅の 前 をず 

いぶん 永い 間 うろついて、 とうとう 決心して、 屋 



根へ あがって、 この 二階のお 部屋の 雨戸に 手 を か 

けましたら、 するすると あきまし たので、 それで 



ひばし うずみび か 

(数 枝) (苦笑し) とんだ 鼠 小僧ね。 (火箸で 埋 火を搔 

き 集めながら) でも、 田舎で は、 こんな 事 は 珍ら 

しくな いんでしょう？ 田舎の、 普通の、 恋愛 形 

式に なって いるの ね、 きっと。 夜這いと かいう 事 

なんじ やない の？ 

(清 蔵) とんでもない、 そんな、 私 は、 決して、 そ 

んな、 失礼な。 

(数 枝) (笑って) いいえ、 そうでなかったら、 かえつ 



て 失礼み たいな もの だ わ。 屋根へ あがって、 二階 

のこの 部屋へ、 しかも こんな 夜更けに 人 を 訪問す 

るなん て、 正気の 沙汰 じ やない わよ。 

(清 蔵) (いよいよ 苦しげ に) お願いです、 からかわな 

いで 下さい。 私が 悪い のです。 夜這いな どと 言わ 

れ るの は、 実に 心外です が、 しかし、 致し かたが 

ありません。 私に は 、これより 他に、 手段が 無 かつ 

たのです。 (顔 を 挙げて) 数 枝さん！ もうこれ 

以上、 私 を 苦しめる の は、 やめて 下さい。 イエス 

です か、 ノォ です か。 それ を、 それだけ を、 今夜 

は つ きリ 答えて 下さい。 



(数 枝) (顔をしかめて) あら、 あなた は、 お 酒 を 飲ん 

でい るの ね。 

(清 蔵) 飲みました。 (沈鬱に) もう、 この 数日間、 

私 は 酒ば かり 飲んで います。 数 枝さん、 これ も 皆 

あなたが 悪い のです。 あなた さえ 帰って来 なかつ 

たら、 ああ、 つまらん、 こんな 事 を 言った つて 仕 

様がない。 数 枝さん、 あなた は 覚えて います か、 

忘れた でしよう ね、 あなたが、 女学校 を 卒業して 

東京の 学校へ いらっしゃる 時、 あの 頃 はちょう ど 

ゆき ど 

雪 溶けの 季節で 路が ひどく 悪くて、 私が あなたの 

行李 を 背負って、 あなたのお 母さんと 三人、 浪岡 



みちばた ふき とう 

の 駅まで 歩いて 行きました。 路傍に はもう 藤の 薹 

などが 芽 を 出して いました。 あなた は 歩きながら、 

やまべ の ベ かすみ ささや つぼみ 

山辺 も 野辺 も 春の 霞 、 小川 は 囁き、 桃の 荅 ゆる 

む、 という 唱歌 をうた つて。 

うる 

(数 枝) ゆるむ じ やない わよ。 桃の 荅 うるむ。 潤む 

だった わ。 

(清 蔵) そうでし たか。 やっぱり、 あの 頃の 事を覚 

えてい らっしゃ るので すね。 それから、 私たち は 

浪 岡の 駅に 着いて、 まだ 時間が かなりあった ので、 

私たち は 駅の 待合室の ベ ンチに 腰かけて お 弁当 を 

ひらきました。 その 時、 あなたのお 弁当のお かず 



なって いたでし ようか。 この 村で は、 とにかく 中 

等 学校 を 出て いるの は、 私 ひとりで、 あなたと 一 

緒に なれる 資格の あるの は 私 だけ だと、 その 前 か 

ら ぼんやり 考えて いた 事でした が、 あのお 弁当の 

おかず を 取り かえて 食べて、 そうして、 あなたの 

お母さんが、 あなたに、 清 蔵さん のおかず は 特別 

においし いよう だね、 と 笑いながら 言ったら、 あ 

なた は、 だって 清 蔵さん はよ その 人 じ やな いんだ 

もの、 ねえ 清 蔵さん、 と 私の ほう を 見て 妙に 笑い 

ました。 覚えて、 おいでで すか。 

(数 枝) (火箸で 灰 を搔き 撫でながら、 無造作に) 忘れ 



ちゃった わ。 

(清 蔵) そうです か。 (溜 息をついて) 何もかも 私が 

馬鹿だった のです。 私 は あの 時、 あなたに そう 言 

のど 

われて、 あまり 嬉しくて、 涙が 出て、 ごはん も 喉 

にと おらなかった 程だった のです。 これ はきつ と 

数 枝さん も、 東京の 学校 を 卒業して 帰って来たら、 

私と 一緒になる つもりな のに 違いない、 そうして、 

あなたの お母さん も、 だいたい その 気で 居られる 

の だとそう 思い込んで しまった のです。 

(数 枝) そり や、 お母さん は、 そんな 気で いらつ 

しゃった のか も 知れない わ。 あなたの 家と 私の 家 



と は 昔から 親しくして いるんだ し、 それに あなた 

は、 お母さんのお 気に いりだった し、 だから あた 

しも、 あなた を 他人の ように は 思って いなかった 

ん だけど、 …… でも、 …… 。 

(清 蔵) (うなずき) そうでしょう とも、 そうでしょう 

とも。 私が 馬鹿な 勘違い をした のです。 けれども、 

数 枝さん、 私 は それから 待ち ましたよ。 もうきつ 

と、 あなたと 一緒に なれる ものと 錯覚して しまつ 

て、 心の中で は、 あなた を ワイフと 呼んで 待って 

いました のに、 あなた は、 あれつ きりもう 帰って 

来ない。 この 地方で は 男 は 二十 三、 四になる と、 



ふ うそ 

(数 枝) (噴き出して) 噓、 噓。 もう その 辺から みんな 

噓ね。 男の ひとって、 なぜ そんな 見え透いた 噓を 

つくんだろう。 ご 自分の 噓が) J 自分に 気附 いてい 

ない みたい に、 大 まじめで そんな 噓を 言って るの 

ね。 あたしが 東京へ 行って、 あなたの 事 を 忘れて 

しまって いたよう に、 あなた だってそう なのよ。 

あたしと 浪 岡の 停車場で 別れて それから ずっと 十 

年間 も あたしの 事ば かり 思 つ ている なんて 事 は、 

出来る わけ は 無い じゃありません か。 人間 は 皆、 

自分の 毎日の 生活に 触れて 来た もの だけ を 考えて、 

それで 一 ぱいの もの だ わよ。 自分の 暮 しに 何の 関 



係 も 無い、 遠方に いる 人の 事なん か、 たま あに は 

ね、 思い出す 事 も あるでしょう けど、 いつの まに 

やら 忘れて しまう もの だ わ。 あなたが そんなに お 

酒 を 飲んだり 乱暴 を 働いたり する ようにな つたの 

は、 ちっとも あたしの せいじゃ 無い ような 気がす 

る わ。 あなたに は 昔から、 そのような 素質が あつ 

たなんて、 そんな 失礼な 事 は あたし は 思って いな 

いけれ ども、 でも、 それ は みんな あなたの 生活の 

環境から 自然にそう なって 行った だけの 事 じ やな 

いの？ この 村で、 のらく らして 居れば、 きっと 

そうなる にき まっている わ。 それだけの 事な のよ _ 



あたしの せいだ なんて、 ひどい わ。 あたしが あな 

た を 忘れて いたよう に、 あなた だって、 あたし を 

忘れて いたのよ。 そうして こんど あたしが 帰って 

来たと いう 事 を 聞いて、 急に、 気が かりにな つて、 

何だか あたし を 憎らしくな つ て 来たのに 違いない 

わ。 人間って、 そんな もの だ わ。 

(清 蔵) (急に ふてぶて しく) 違うよ。 その 証拠に は、 

私 はいまで も 独身です。 いい加減に 私 を 言いく る 

めよう たって 駄目です。 私 はもう、 三十 四に なり 

ます。 この 地方で は、 三十 四に もな つて、 独身で 

いると、 まるでもう 変り 物の 扱い を 受けます。 ど 



(数 枝) それから あと は 言えないで しょうね。 あな 

たはもう、 あたしが 帰って来てから、 二、 三 箇月 

間 は 朝から 晚 まで この 家に いりびたりで、 あたし 

のお 父さん もお 母さん も あんな 気の 弱い 人た ちば 

かりだから、 あなたに 来るな とも 言えないで、 ず 

いぶん 困って いるよう だった から、 あたしが あな 

たのお 家へ 行って、 (言いながら、 ふと 畳の 上に 落 

ち 散らばつ ている 線香花火に 目 をと どめ、 一本 ひ 

ろって それに 火 をつ ける。 線香花火が パチパチ 燃 

える。 その 火花 を 見つめながら) あなたのお 母 さ 

んと、 あなたの 妹さんと、 それから あなたと 三人 



のい らっしゃる 前で、 あんなに しょっちゅう おい 

でに なって は、 ひとから へんな 噂 を 立てられ るに 

きまって いるから、 もうお いでに ならない ように 

と 申し上げて、 それから ぱ つたり あなた もお いで 

になら なくなって、 (花火 消える。 別な 一本 を 拾つ 

て、 点火す る) ほっとし ていたら、 こないだ 突然 

あんな、 いやらしい 手紙 を 寄こして、 本当に、 あ 

なた も 変った わね。 村で も あなた は、 ひどく 評判 

が 悪い ようじ やない の。 

(清 蔵) いやらしくても 何でも 仕方が ありません。 

私 は あの 手紙 は、 泣きながら 書きました。 男一匹、 



泣きながら 書きました。 きょうは、 あの 手紙の 返 

事 を 聞きに 来ました。 イエスで すか、 ノォ です か。 

それだけ を 聞かして 下さい。 きざな ようです けれ 

でばぼうちょう 

ども、 (ふところから、 手拭いに 包んだ 出刃 庖丁 を 

出し、 畳の 上に 置いて、 薄笑いして) 今夜 は、 こ 

ういう もの を 持って来ました。 そんな 花火なん か 

やめて、 イエス かノォ か、 言って 下さい。 

(数 枝) (花火が 消える と、 また 別の 花火 を 拾って 点火 

する。 以後 も 同様にして、 五、 六本ち かく 続ける) 

この 花火 はね、 二、 三日 前に あたしのお 母さんが、 

睦 子に 買って 下さった ものなん です けど、 あんな 



子供で も、 スト ー ヴの 傍で パチパチ 燃える 花火に 

は、 ちっとも 興味が 無い らしい のよ。 つまらな そ 

うに 見て いたわ。 やっぱり 花火と いう もの は、 夏 

ゆかた すずみだい 

の 夜に みんな 浴衣 を 着て 庭の 涼 台 に 集って、 

西瓜なん か を 食べながら パチパチ やったら 一 ばん 

綺麗に 見える ものな のでし ようね。 でも、 そんな 

時代 は、 もう、 永遠に、 (思わず 溜 息をつく) 永遠 

に、 来ない のか も 知れない わ。 冬の 花火、 冬の 花 

火。 ばからしくて 間が 抜けて、 (片手に パチパチ 

いう 花火 を 持った まま、 もう 一 方の 手で 涙 を 拭く) 

清 蔵さん、 あなた も あたし も、 いいえ、 日本の 人 



全部が、 こんな、 冬の 花火み たいな もの だ わ。 

(清 蔵) (気抜けした 態で) それ は、 どんな 意味です。 

(数 枝) 意味 も 何も あり やしない わ。 見れば わかる 

じ やない の。 日本 は、 もう、 (突然、 花火 を やめて、 

そで 

袖で 顔 を 覆う) 何もかも、 だめな の だ わ。 (袖から 

顔 を 半分 出し、 嗚咽しながら 少し 笑い) そうして、 

あたし も、 もうだめ なの だ わ。 どんなに あがいて 

努めても、 だめになる だけな の だ わ。 

ひざ 

(清 蔵) (何 か 勘違いし たらしく、 もぞ りと 一 膝す すめ 

て) そう、 そうです。 このまま では、 だめです。 

思い切って 生活 を かえる 事です。 睦 子さん ひとり 



くらい は 立派に 私が 引受けて 見せます。 私の 家 は 

ご 承知の ように このへんで たった 一 軒の 精 米屋で 

すから、 米の ほう は、 どんなに したって やりくり 

がっくの です。 いま は 精 米屋が 一ばん です。 地主 

よりも 誰よりも 米の 自由が きくので す。 

(数 枝) (全然 それ を 聞いて いない 様子で、 膝の 上で 袖 

の 端 をい じりながら) いっから 日本の 人が、 こん 

なに あさましくて、 噓 つきに なった のでしょう。 

みんな にせもの ばかりで、 知った かぶって ごまか 

して、 わずかの 学問 だか 主義 だかみ たいな ものに 

こだわって ぎくしゃくして、 人 を 救う もない もん 



だ。 人 を 救う なんて、 まあ、 そんな だい それた、 

(第 一 幕に 於け るが 如き 低い 異様な 笑声 を 発する) 

ずう ずう 

図々 しいに も ほどが ある わ。 日本の 人が 皆 こんな 

あやつり 人形みたい なへんて こな 歩き かた をす る 

ようにな つたの は、 いつ 頃からの 事 かしら。 ずつ 

と 前から だ わ。 たぶん、 ずっとず つと 前から だ わ。 

(清 蔵) (たじろぎながら) それ は、 本当に、 都会の 人 

はそう でしよう。 まったく、 そうでしょう。 しか 

し、 田舎者の 純情 は、 昔 も 今 も 同じです。 数 枝 さ 

ん、 (へんに 笑い、 また 少し 膝 をす すめる) 昔の事 

を 思い出して 下さい。 私と あなた は、 もうとうの 



す。 私 も 童貞 を 失い、 あなた も 処女 を。 

きょうかく 

(数 枝) (驚愕して 立ち上り) まあ、 あなた は 何とい 

う 事 を おっしゃる のです。 まるで それで は ごろつ 

きです。 何の 純情な ものです か。 あなたの ような 

人 こそ、 悪人と いうので す。 帰って 下さい。 お 帰 

りに ならなければ、 人 を 呼びます。 

(清 蔵) (すっかり 悪党ら しく 落ちつき) 静かに しな さ 

い。 (出刃 庖丁 を ちょっと 持ち上げて 見せて、 軽 

く 畳の 上に 投げ出し) これが 見えません か。 今夜 

は、 私 も 命が けです。 いつまでも、 そうそう あな 

たにから かわれて いたくありません。 イエスです 



力 ノ才 です 力 

(数 枝) よして 下さい、 いやらしい。 女が、 そんな、 

子供の 頃の ささいな 事で 一 生 ひとから 攻められな 

ければ ならない のでしたら、 女 は、 あんまり、 み 

じめ です。 ああ、 あたし は あなた を 殺して やりた 

い。 (清 蔵の ほう を 向きながら 二、 三 歩 あとず さ 

りして、 突然、 うしろ 手で 背後の 襖 を あける。 襖 

の 外 は 階段の 上り口。 そこに、 あさが 立って いる。 

数 枝、 そこに あさが 立って いるの を 先刻より 承知 

の 如く、 やはり 清 蔵の ほう を 見ながら) お母さん！ 

たのむ わ。 この 男 を、 帰らせて よ。 毛虫み たいな 



男 だ わ。 あたし はもう、 口 をき くの もい や。 殺し 

て やりたい。 

(清 蔵) (あさの 立って いるの を 見て 驚き) や あ、 お 母 

さん、 あなた は そこにい たのです か。 (急に はに 

かみ、 畳の 上の 出刃 庖丁 を そそく さと 懐 にし ま 

いこみ) 失礼しました。 帰りましょう。 (立ち上り、 

一 一重 廻し を 着る) 

(あさ) (おどおど 部屋に はい リ、 清 蔵の 傍に 寄り、 清 

蔵が 二重 廻し を 着る のに ちょっと 手伝い、 お だ や 

かに) 清 蔵さん、 早くお 嫁 を もらいなさい。 数 枝 

に は、 もう、 。 



(数 枝) (小声で 鋭く) お母さん！ (言うな と 眼つ き 

で 制する) 

(清 蔵) (はっと 気附 いた 様子で) そうです か。 数 枝 さ 

ん、 あなた も ひどい 女 だ。 (にやり と 笑って) 凄い 

腕 だ。 おそれいり ましたよ。 私が 毛虫なら、 あな 

たは 蛇 だ。 淫乱 だ。 女郎 だ。 みんなに 言って やる。 

ようし、 みんなに 言つ て やる。 (身 を ひるがえして、 

背後の 雨戸 を あける。 どっと 雪が 吹き込む) 

(あさ) (低く、 きっぱりと) 清 蔵さん、 お待ちなさい。 

(清 蔵に 抱きつく ようにして、 清 蔵の ふところ を 

さぐり、 出刃 庖丁 を 取り出し、 逆手に 持って 清 蔵 



の 胸 を 刺さん とする j 

(清 蔵) (間 一 髪に その 手 を とらえ) 何 をな さる。 気が 

くそば ば あ 

狂った か、 糞 婆め。 (庖丁 を 取り上げ、 あさを 

蹴倒し、 外にの がれ 出る。 どさんと 屋根から 下へ 

飛び降りる 音が 聞え る) 

(数 枝) (あさに 武者振り ついて) お母さん！ つらい 

わよう。 (子供の ように 泣く) 

(あさ) (数 枝 を 抱き かかえ) 聞いて いました。 立 聞き 

して 悪い と 思った けど、 お前の 身が 案じられて、 

それで、 …… (泣く) 

(数 枝) 知っていた わよう。 お母さん は、 あの 襖の 



蔭で 泣いて いらした。 あたしに は、 すぐに わかつ 

た。 だけどお 母さん、 あたしの 事 はもう、 ほっと 

いて。 あたし はもう、 だめな のよ。 だめになる だ 

けなの よ。 一生、 どうしたって、 幸福が 来ない の 

よ。 お母さん、 あたし を 東京で 待って いる ひとは、 

あたしよりも 年がず つと 下の ひと だ わ。 

(あさ) (おどろく 様子) まあ、 お前 は。 (数 枝 を ひし 

と 抱き かかえ) 仕 合せに なれない 子 だよ。 

(数 枝) (いよいよ 泣き) 仕様が無 いわ。 仕様が無 いわ。 

あたしと 睦 子が 生きて 行く ために は、 そうしな け 

れ ばいけ なかった のよ。 あたしが、 わる いんじゃ 



ない わよ。 あたしが、 わる いんじゃな いわよ。 

雪が 間断な く 吹き込む。 その 辺の 畳 も、 二人の 髪、 

肩な ども 白くな つ て 行く。 

II 幕。 

第三 幕 

舞台 は、 伝兵衛 宅の 奥の間。 正面 は 堂々 たる 床の 

びょうぶ 

間 だが、 屛 風が 立てられて いるので、 なかば 以上 

かくされ ている。 屛風は ひどく 古い 鼠色に なつ 



第二 幕より、 十日 ほど 経過。 

ほお づ え 

数 枝、 万年筆 を 置いて、 机に 頰杖 をつ き 障子 を ぼ 

ん やり 眺め、 やがて 声を立てずに 泣く。 

間。 

うめ 

あさ、 眠りながら 苦しげ に 呻く。 呻きが、 つづく 

(数 枝) (あさの ほう を 見て、 机上の 書き かけの 手紙 を 

畳んで ふところ にいれ、 それから、 立って あさの 

ほうへ 行き、 あさを ゆり 起し) お母さん、 お 母 さ 



ん。 

ため いき 

(あさ) ああ、 (と 眼 ざめ て 深い 溜 息をつく) ああ、 

あ^ G 力 レ 

(数 枝) どこか、 お 苦しい？ 

(あさ) いいえ、 (溜息) 何だかい やな、 おそろしい 

夢を見て、 …… (語調 を かえて) 睦子 は？ 

ひろさき 

(数 枝) けさ 早く、 おじい ちゃんに 連れられて 弘前 

へまい りました。 

(あさ) 弘 前へ？ 何し に？ 

(数 枝) あら、 ご存じ 無かった の？ きのう 来て い 

なるみ 

ただいた お医者さん は、 弘 前の 鳴 海内 科の 院長 さ 



んょ。 それでね、 お父さん がきょう、 鳴 海 先生の 

とこへ お 薬 を もら いに 行った の。 

さび 

(あさ) 睦 子が いないと、 淋しい。 

(数 枝) 静かで かえってい いじ やない の。 でも、 子 

供って ずいぶん 現金な ものね え。 おば あ ちゃんが 

御 病気に なったら、 もう ちっともおば あ ちゃんの 

傍に は 寄りつ かず、 こんど はやたら にお じいち や 

ん にば かリ 甘えて、 へばりついて いるの だもの。 

(あさ) そうじゃな いよ。 それ はね、 おじい ちゃん 

きげん 

が 一生懸命に 睦 子の ご機嫌 をと つたから、 そう 

なった のさ。 おじい ちゃんに して 見れば、 ここ は 



何としても 睦子を 傍に 引 寄せて いたいと ころ だろ 

うからね。 

(数 枝) あら、 どうして？ (火鉢に 炭 をつ いだり、 

鉄瓶に 水をさしたり、 あさの 掛 蒲団 を 直して やつ 

たり、 いろいろしながら 気軽い 口調で 話 相手に 

な つ て やって いる) 

(あさ) だって、 あたしが いなくな つた 後で も、 睦 

子が おじい ちゃんに なついて 居れば、 お前 だって、 

東京へ 帰リ にくくな るだろう からね え。 

(数 枝) (笑って) まあ、 へんな 事 を 言う わ。 よし ましよ 

う、 ばからしい。 林檎で もむ きまし ようか。 お 医 



者さん はね、 何でも 食べさえ すれば、 よくなる と 

おっしゃって いたわよ。 

力す 

(あさ) (幽かに 首 を 振り) 食べたくない。 なんにもい 

ただきたくない。 きのう 来たお 医者さん は、 あた 

しの 病気 を、 なんと 言って いたの？ 

ちゅうちょ 

(数 枝) (すこし 躊躇して、 それから、 はっきりと) 

たんのうえん 

胆嚢炎、 かも 知れない つて。 この 病気 は、 お 母 さ 

ん のように 何 を 食べ て もす ぐ 吐く のでから だが 衰 

弱して しまって、 それで 危険な 事が ある けれども、 

でも、 いまに 食べ ものが おなかに おさまる ように 

なったら、 一週間く らいで よくなる と 言って いま 



した。 

(あさ) (薄笑いして) そうだと いいが ねえ。 あたし は、 

もうだめ なよう な 気がする よ。 その他に も 何 か 病 

気があ るんだろう？ 手足が まるで 動かない。 

(数 枝) そり やお 医者に 見せたら、 達者な 人で も、 

いろんな 事 を 言われ るんだ もの、 それ をい ちいち 

気にして いたら、 きりが 無い わ。 

(あさ) なんと 言った の だい。 

(数 枝) いいえ、 何でも無 いのよ。 ただね、 軽い 

脳溢血の 気味が あるよう だと か、 それから、 脈が 

どう だと か、 こうだと か、 何だか いろいろ 言って 



いたけ ど 忘れち やった わ。 (おどけた 口調で) 要 

する にね、 食べ たい もの を 何でも、 たくさん 召 上 つ 

たらな おる のよ。 数 枝と いう 女 博士の 診断なら、 

そうだ わ。 

(あさ) (厳粛に) 数 枝、 あたし はもう、 なおりた くな 

い。 こうして お前に 看病しても らいながら 早く 死 

にたい。 あたしに は、 それが 一ばん 仕 合せな ので 

茶の間の 時計が、 ゆっくり 十 時 を 打つ のが 聞え る。 



(数 枝) (あさの 言う 事に 全く 取り合わず、 聞えぬ 振り 

くずゆ 

して) あら、 もう 十 時よ。 (立上り) 葛湯で もこし 

ら えて 来ましょう。 本当に、 何 か 召し 上らない と。 

(言いながら 上手の 障子 を あけて) おお、 きょうは 

珍ら しくい いお 天気。 

(あさ) 数 枝、 ここにいて くれ。 何 を 食べても、 す 

ぐ 吐きそう になって、 かえって 苦しむ ばかり だか 

ら。 どこへ も 行かないで、 あたしの 傍に いて くれ。 

お前に、 すこし 言いたい 事が ある。 

(数 枝) (障子 を 静かに しめて、 また 病床の 傍に 坐り、 

あかるく) どうしたの？ ね、 お母さん。 



(あさ) 数 枝、 お前 はもう、 東京へ は 帰らない だろ 

うね。 

(数 枝) (あっさり) 帰る つもり だ わ。 お父さん は あた 

しに、 出て 行けと 言った じ やない の。 そうして、 

あの 日から もう、 あたしに はろ くに 口 もき き やし 

な いんだ もの。 帰る より 他 は 無い じ やない の。 

(あさ) あたしが こんなに 寝た きりに なっても かい 

(数 枝) お母さんの 病気なん か、 すぐな おる わよ。 

そり や、 なおる まで は、 やっぱり あたし、 お 父 さ 

んが どんなに 出て 行けって 言った つて、 この 家に 

頑張って お母さんの 看病 を させて いただく つもり 



だけど。 

(あさ) 何年で も かい。 

(数 枝) 何年で もって、 (笑って) お母さん、 すぐな 

おる わよ。 

(あさ) (首 を 振り) だめ、 だめ。 あたしに は、 わかつ 

ています。 数 枝、 あたしに もしもの 事が あったら、 

お前 は、 お父さん ひとり を この 家に 残して 東京へ 

行く のです か。 

(数 枝) もう、 いや。 そんな 話。 (顔 を そむけて 泣く) 

もしも、 そうな つたら、 もしも、 そうな つたら、 

数 枝 も 死んで しまう から。 



(あさ) (溜 息をついて) あたし はお 前 を、 世界で 一 ば 

ん仕 合せな 子に したかった の だけど、 逆にな つて 

しま つ た。 

(数 枝) いいえ、 あたし だけが 不仕 合せなん じ やな 

いわ。 いま 日本で、 ひとりで も、 仕 合せな 人なん 

か あるか しら。 あたし はね、 お母さん、 さっき こ 

んな 手紙 を 書いて みたの よ。 (ふところから 先刻 

書き かけの 手紙 を 取り出し、 小さく はしゃいで) 

ちょっと 読んで みる わね。 (小声で 読む) 拝啓。 

かわせ 

為替 三百 円た しかに いただきました。 こちらへ 来 

てから、 お金の 使い道が ちっとも 無くて、 あなた 



たの ほうで、 あたし を こいしく 思って 下さるなら 

絵 を かくの をお やめに なって、 この 田舎へ 来て、 

あたしと 一緒にお 百姓に なって 下さい。 出来ない 

でしよう ね。 でも、 そんな 気になった 時には、 きつ 

とおいで 下さい まし。 いまに あたたかくな リ、 雪 

た ，；：> ま. 

が 溶けて、 田圃の 青草が 見えて 来る ようになった 

ら、 あたし は 毎日 鍬 を かついで 田畑に 出て、 黙つ 

て 働く つもりです。 あたし は、 ただの 百姓 女に な 

ります。 あたし だけでなく、 睦子を も、 百姓 女に 

してし まう つもりです。 あたし は 今の 日本の、 政 

治 家 にも 思想家に も 芸術家に も 誰に もた よる 気が 



耕して、 桃 や 梨 や 林檎の 木 を 植えて、 ラジオ も 聞 

かず、 新聞 も 読まず、 手紙 も 来ない し、 選挙 も 無 

いし、 演説 も 無い し、 みんなが 自分の 過去の 罪 を 

自覚して 気が 弱くて、 それ こそ、 おのれ を 愛する 

が 如く 隣人 を 愛して、 そうして 疲れたら 眠って、 

そんな 部落 を 作れない もの かしら。 あたし はい ま 

こそ、 そんな 部落が 作れる ような 気がする わ。 ま 

ず まあ、 あたしが お 百姓に なって、 自身で ためし 

てみ ますから ね。 雪が 消えたら、 すぐ あたし は、 

ひざ 

田圃に 出て、 (読む の を やめて、 手紙 を 膝の 上に 置 

き、 こわばった 微笑 を 浮べて 母の ほう を 見て) こ 



こまで 書いた の だけど、 もうあた し は、 この 手紙 

が 最後で 鈴 木さん と は、 おわかれになる かも 知れ 

ない わ。 

(あさ) 鈴 木さん というの？ 

(数 枝) ええ、 ずいぶん あたした ち、 お世話になつ 

た わ。 この 方のお かげで、 あたしと 睦子 は、 あの 

戦争 中 もどう やら 生きて 行けた の だ わ。 でも、 お 

母さん、 あたし はもう、 みんな 忘れる。 これから 

は 一生、 お母さんの 傍に いる わ。 考えて みると、 

お母さん だって、 栄 一 が 帰って来 ないし、 (言って 

しまつてから、 どぎ まぎして) でも、 栄 一は 大丈 



夫よ。 いまに、 きっと 元気で 帰って来 ると 思う け 

ど。 

(あさ) お前と 睦 子が、 この 家に いて くれたら、 栄 

一は 帰って来なくても、 かまいません。 あの 子の 

事 は、 もうあ きらめて いるので す。 数 枝、 あたし 

は栄 一よりも、 お前と 睦 子が ふびんで ならない。 

(泣く) 

(数 枝) (ハンケ チで あさの 涙 を 拭いて やって) あたし 

は、 あたし なんか、 どうな つたって いいのよ。 本 

当に いつもそう 思って いるの よ。 (うつむいて) 

悪い 事ば かりして 来たの だもの。 



(あさ) 数 枝、 (変った 声で) 女に は 皆、 秘密が ある。 

お前 は、 それ を 隠さなかった だけ だよ。 

のぞ 

(数 枝) (不思議 そうに あさの 顔 を視き 込み) お母さん、 

まじめ 

いや だ わ、 そんな 真面目な 顔して。 (はにかむ よ 

うな 微笑) 

(あさ) (それに 構わず) あれから 何日になります か。 

(数 枝) いっから？ 

(あさ) あの 夜から。 

(数 枝) さあ、 もう 十日く らい 経つ かしら。 よし ま 

しょう、 あの 晚の話 は。 

(あさ) 十日？ そうかね え。 たった 十日。 あたし 



に は、 半年 も 前の ような 気がする。 

(数 枝) だってお 母さん は、 あの 晚に あれから 階段 

の 下で 卒倒して、 それつ きり 三日 も 意識不明 でい 

たんだ もの、 あの 晚の事 はもう ずっと 遠い 夢の よ 

うな 気がする の は 無理 もない わ。 夢 だ わよ。 あた 

し は、 あれ も 忘れる 事に しょう。 何もかも 忘れる 

事に しょう。 あたし はお 百姓に なって、 そうして 

あたした ちの 桃源境 を 作 るんだ。 

(あさ) 清 蔵さん は、 その後 どうして いるか、 何 か 

聞かなかった かい。 

(数 枝) 知らない わ、 あんな ひとの 事。 もうあた し 



は 忘れて しまう の だから、 いいのよ。 お 酒 をよ し 

て、 このごろ 人が 変った みたい に 働く ようになつ 

たと か、 きのう あのひとの 妹さんが 来て 言って た 

けど、 でも、 あてに なり やしない わ。 

(あさ) 早く、 お 嫁 を もらえば いいのに ね。 

(数 枝) 何 かい まそんな 話 も あるんで すって。 妹 さ 

んが 言って た わ。 こんどの 縁談 は、 どうした 事 か、 

兄さんが とても 乗気 だって。 あたしに は、 わかる 

わ。 

(あさ) 何が、 わかる の？ 

(数 枝) 何が つて、 清 蔵さん の 気持が。 



(あさ) どうして？ 

(数 枝) どうしてって、 だって、 お母さん にあの 晚 

まで 

あんなに 迄され て、 それでも 改心し ないなら、 あ 

の ひとは 馬鹿 か 悪魔 だ わ。 

(あさ) その 馬鹿 か 悪魔 は、 あたし だよ。 あたしな 

の だよ。 あたし は、 あの 晚、 あの人 を 本当に 殺 そ 

うとした の だ。 

(数 枝) もうい や、 よしましょう、 お母さん。 あた 

しのた めに、 みんな あたしの ために、 お母さん、 

ごめんなさいね、 これから あたし は、 (泣き出して) 

親孝行して、 御 恩 を かえす の だから、 もうなん に 



も 言わないで。 日本に はもう 世界に 誇る ものが な 

ん にも 無くなった けれど、 でも、 あたしのお 母 さ 

んは、 あたしの お母さん だけ は。 

(あさ) ちがいます。 あたし は、 お前より ずっとず つ 

と 悪い 女です。 あたし は、 あの 晚、 あのひと を 殺 

そうとし たの は、 お前の ためではなかった のです。 

あたしの ためです。 数 枝、 あたし を このまま 死な 

せて おくれ。 死ぬ のが 一ばん 仕 合せな のです。 数 

枝、 あのひと は、 六 年 前、 ちょうど あのよう にし 

て、 この あたし を、 …… 。 

(数 枝) (顔 を 挙げ、 蒼 ざめ る) 



(あさ) あたし は、 馬鹿で、 だまされました。 女 は、 

女 は、 どうして こんなに、 …… 。 (泣く) 

(数 枝) (苦痛に 堪えざる ものの 如く、 荒い 呼吸 をして、 

やがて 立ち上る。 膝から 手紙が 舞い 落ちる。 それ 

に 眼 をと どめて) 桃源境、 ュ ー ト ピア、 お 百姓、 

(第 一 幕に 於け るが 如き 低い 異様の 笑声 を 発する) 

ばかばかしい。 みんな、 ばかばかしい。 これが 日 

本の 現実な の だ わ。 (高く あは はと 笑う) さあ、 日 

本の 指導者た ち、 あたした ち を 救って 下さい。 出 

来ます か、 出来ます か。 (と 言いながら、 手紙 を 拾 

い、 二つに 裂く、 四つに 裂く、 八つに 裂く、 こま 



ごまに 裂き) えい、 勝手にな さいだ。 あたし、 東 

京の 好きな 男のと ころへ 行 くんだ。 落ちる ところ 

まで、 落ちて 行 くんだ。 理想 もへ ちま も ある もん 

ゝ o 

力 

玄関 を 乱暴に あける 音 聞え る。 

「電報です。 島 田 数 枝さん。 電報です ご という 

配達人の 声。 

(数 枝) あら、 あたしに 電報。 いや だ、 いや だ。 ろ 

くな 事 じ やない。 いまの 日本の 誰に だって、 いい 



知らせ なんか ありつ こな いんだ。 悪い知らせ にき 

まっている。 (うろついて、 手に している たくさ 

んの 紙片 を、 ぱっと 火鉢に 投げ込む。 火焰 あがる) 

ああ、 これ も 花火。 (狂った ように 笑う) 冬の 花火 

さ。 あたしの あこがれの 桃源境 も、 いじらし いよ 

うな 決心 も、 みんな ばかばかしい 冬の 花火 だ。 

玄関に て、 「電報です よ。 どなた か、 居りません か。 

島 田 数 枝さん。 至急 報です よご という 声 つづく 

うちに、 
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